
図―１波付き丸形管凹凸形状  

表ー　１　　コルゲート管の凹凸形状 （単位mm）

　名　称  内　径 外形ΦＤ ピッチＰ 波高さｈ

　小　波 160 173 20 9

　大　波 150 188 47.4 19

　大　波 200 252 54.7 26
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1. はじめに 

 近年，ほ場整備事業実施後の水田は，水田周辺を生息域としていたドジョウ，メダカ，

フナ，ナマズなどの魚類やタガメ，ゲンゴロウ，カエルなどの生きもの減少が見られる。 

これらの現象は，ほ場整備事業の用排水路分離により水田と排水路の連続性が分断され

たためと排水路のコンクリート三面装工が大きな原因と言える。そこで分断された水域ネ

ットワークを再構築するため「小規模水田魚道」の実用実験を 2003 年から取組んでいる。 

水田魚道は、すでに端１）

 ，鈴木ら２）

 

３）

 が提案しているが現場に設置されている例は少な

い。そこで地域住民と一体となった活動組織「ナマズのがっこう」を 2003 年に結成し，近

場に設置して，遡上実験を実施しながら普及を図っている。その施工性や設置効果につい

て 2004 年までの成果４）

 をもとに 2005 年に遡上実験した内容について報告する。 

２．実験地の概要 

2005 年は，伊豆沼・内沼周辺の水田の中で，排水路との水位差が 67～250cm の範囲で

変化する地点，２ヶ所を実験地として選定した。  
３.小規模水田魚道の構造 

ほ場整備では，排水路底高は田面下 1.2ｍを基準とした構造となっているので，これら 

に対応可能な材料を選定し構造を決定した。本実験では，ドジョウ，メダカ，モツゴ，ヨ

シノボリを対象種として，2003～4 年の２ヶ年で，①木製魚道，②波付き丸型管，③波付

可とう電線管，④波付き角形Ｕ字溝,⑤コンクリート二次製品ベンチフリュームの５タイプ

の小規模水田魚道を試作し，８°の勾配で据付け遡上実験を行った結果，すべてのタイプ

で遡上を確認できた。2005 年は過去の遡上実績から，波付き丸型管の形状（大波，小波）

の比較と急な勾配(15°～30°），波付き角形Ｕ字溝を利用して，千鳥Ｘ型の急な勾配（1

5°～25°）に対応した堰板間隔(ＦＬ)についての検討と堰板溢流部の切り欠け形状の調査

を行った。  

１） 波付き丸型管の内面形状（内径  150～200）（図－１） 

使 用した波付き丸

型管内面の凹凸形状

は，表―１の通りであ

る。  

２） 波付可とう電線管の口径の比較（ポリエチレン製 130 型，150 型）（図－２）  
 2003～4 年までは 150 型を採用したが溝，角形部の長さの寸法（表―２）に差がないため，

2005 年は経済性を考慮して 130 型での遡上実験を行った。  
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図―２ 電線管の形状  

写真―１波付き角形Ｕ字溝  

６月 ７月 合 計

ドジョウ 37 564 601

メダカ 1 28 29

モツゴ 23 71 94

ヨシノボリ 1 0 1
ブラックバス 0 2 2

フ　ナ 5 13 18

合　計 67 678 745

 魚　種
波付き角形Ｕ字溝

表ー6 伊豆沼３工区遡上数

   材       質  規  格  勾  配 斜長（ｍ） 落差（ｃｍ）    材       質   規  格  勾 配 斜長（ｍ）落差（ｃｍ）

②波付き丸型管 小波 D=１５０mm １５° 5.8 150 ー ー ー ー ー

②波付き丸型管 大波 D=１５０mm １５° 2.6 67 ④波付き角形Ｕ字溝 １８０型 １５° 2.6 67

②波付き丸型管 大波 D=２００mm １５° 5.8 150 ④波付き角形Ｕ字溝 １８０型 １５° 6.0 150

②波付き丸型管 大波 D=１５０mm ２０° 7.3 250 ー ー ー ー ー

②波付き丸型管 大波 D=１５０mm ２５° 4.7 200 ④波付き角形Ｕ字溝 １８０型 ２５° 4.7 200

　　表ー５　平成１７年　実験地と構造 　伊　豆　沼　３　工　区

②波付き丸型管 小波 D=１５０mm １５° 5.9 150 ー ー ー ー ー

②波付き丸型管 小波 D=１５０mm ２５° 3.1 130 ④波付き角形Ｕ字溝 ２４０型 １５° 5.0 130

②波付き丸型管 大波 D=１５０mm ３０° 2.6 130 ③電線管 １３０型 ２６° 3.0 130

　　表ー４　平成１７年　実験地と構造 　栗　原　市　築　館　八　沢

表ー3　　千鳥Ｘ型 を形成するための設置勾配と堰板間隔

設置勾配 (  °)   ４°   ８°　  15°   20°　  25°

堰板間隔 ＦＬ(cm) 30 25 15 15 10

  呼　称 内径Φｄ 外寸□Ｄ 　溝　ｈ  □の長さ  有 効 長

 １３０型 135 184 10 40 5,300

 １５０型 155 162 10 45 5,300

表ー2　角形可とう電線管規格     　　  　　　(単位　ｍｍ）  
 

 
３）波付き角形Ｕ字溝（写真―１）  

ポリエチレン製で木製に比べ耐久性，施工性に優れている。  
溝（180~240 型，凹部 25mm,間隔 50mm）に堰板を差込むこと  
により千鳥Ｘ型が容易に形成できる。（写真―１）また，堰板がはめ  
込み式であるため堰板間隔を自由に変化させられる利点が  
ある。  

180 型（幅 180mm 高さ 240mm），240 型（幅 240mm，高さ

300mm）の２タイプを設置し遡上実験した。千鳥Ｘ型を形成するための魚道の設置勾配と

堰板の間隔は，勾配が急にするほど堰

板の間隔を狭めた方が水の流れがスム

ーズになる。さらに溢流部に空洞が生

じさせないことが必要であり，表―３のように決定した。  
2005 年の実験地と構造は，（表―４，表―５）の通りである。  

４．調査結果  
2005 年設置したいずれのタイプでも遡上が確認された。

伊豆沼３工区波付き角形Ｕ字溝 240 型の遡上状況は，（表―

６）の通りである。設置勾配 25°～30°の波付き丸型管，

電線管にもドジョウが多く遡上した。  
５．まとめ  

平成 2003～5 年の実験で遡上が確認され実用化が可能

となった。木製魚道，波付き角型 U 字溝は千鳥Ｘ型を採用することによりフナ（体長 15cm，

体高 4.5cm）の遡上（設置勾配 15°）が確認でき，体高の高い魚に有効であることが実証

された。また，波付き角形Ｕ字溝（180 型)は，設置勾配 8°以下であればドジョウ，ヨシ

ノボリの遡上には千鳥Ｘ型を組み合わせなくとも遡上可能（斜長 16ｍ）である。  
波付き丸型管の設置に当たっては，水面と遡上口の管の接続は自由水面で接続すること

が必要である。今後は，遡上時の最適流量と流速，勾配，魚道と水田の接続部の構造（試

作考案中），について継続実験を実施していく。 
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